
　この度名古屋市は、新しく木造復元しようとしている名古屋城の天守閣を
「史実に忠実な復元」を目指すという理由で、エレベーターを設置しないという
方針を出しました。私たちはこの方針に強く抗議し、再考を求めるための行動と
して、平成30年6月19日に、全国29都府県の協賛団体118団体と個人4名が結集し
て、600人規模のデモ行進をし、河村市長宛に抗議文を提出しました。また、同
日の17時から名古屋市役所前で48時間におよぶハンガー・ストライキを実施致し
ました。ました。
　それでも断固として木造天守にエレベーター設置をしない方針を貫く名古屋市
は、エレベーターに代わる新技術で木造名古屋城のバリアフリーは今より良くな
ると言い、12の新技術を発表しました。平成30年7月24日に名古屋市は「特別史
跡名古屋城バリアフリー説明会」にて、いくつかの技術が説明されましたが、そ
れらは決して復元される木造名古屋城のバリアフリーのために使える新技術と言
えるものではなく、私たちの提案する「新技術に必要な７つの基準」をクリアし、
今すでにあるエレベーターより、安心安全に利用できるようなような具体的な技今すでにあるエレベーターより、安心安全に利用できるようなような具体的な技
術ではありませんでした。

　
　

名古屋市の提案する

『新技術』では

バリアフリーは

実現しません！



：お問い合わせ先：

「名古屋城木造天守にエレベーター設置を      
         　　実現する実行委員会」事務局

〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2－15
AJU車いすセンター内
TEL:(052)851-5240
FAX:(052)851-5241FAX:(052)851-5241

E-mail：jitsugensurukai@gmail.com

：Facebook: 
https://www.facebook.com/nagoya.jitsugensurukai/

　この度の、名古屋城木造天守に対する名古屋市の方
針は、「障害者権利条約」、「障害者差別解消法」に明
らかに反しており、「差別・人権侵害」です。
私たちは、新しく木造復元される名古屋城天守に「忠実
な復元」との理由から、エレベーターを設置しないとした
名古屋市の方針に強く抗議し、再考を求めてきました。
　しかし、名古屋市はエレベーターを設置しない方針を　しかし、名古屋市はエレベーターを設置しない方針を
変えておらず、引き続き活動を継続していくことが必要
であり、今後も多くの皆様と連携し、名古屋城木造天守
へのエレベーター設置を求め取り組んでいきます。
　つきましては、私たちの趣旨にご賛同いただき、「名　つきましては、私たちの趣旨にご賛同いただき、「名
古屋城木造天守にエレベーター設置を実現する実行委
員会」の設立にともない、今後継続した活動で、私達の
運動を盛り上げるために、寄付をお願いすることになり
ました。各方面の有志の方々には、宜しくご協力、ご協
賛を賜りたく存じます。 
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